
主な内容 ●ケーブルテレビ助成について
●木造住宅の耐震診断事業

宮川流域子ども川サミット in わたらい
去る８月２０日・２１日に、宮川流域ルネッサンス協議会主催の

『宮川流域子ども川サミット in わたらい』が開催されました。宮川
流域の市町村の小学生５９人が参加し、１日目は獅子ヶ岳を登り、
ルネッサンスの森でロープを使った木登りなどを体験し、森林と親
しみました。
２日目には、一之瀬川に行き、水遊びや水生生物調査、また、河

原の石の話などを聞き、流域住民の一人として宮川をより知ること
ができました。
参加した子どもたちは、新しい友達とともにする行動、日常生活

にはない出来事に目を輝かせていました。
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町では、町行政放送『わたらいちゃんねる』を多くの皆さんに視聴していただくためにケーブル会社『アイ

ティービー』と協議を行い、『一般再送信契約』（月額：８００円）においても『ホームターミナル』を設置して、

町行政放送（２１ｃｈ）が視聴可能となる新コース『一般再送信ホームターミナル付』（月額：１，０００円）

を新設することになりました。

つきましては、現在『一般再送信契約』からコース変更および新規契約によりホームターミナル設置工事を行

う場合に、その費用の一部を助成金として交付します。

助成内容
すでにケーブルテレビ設置済みの一般再送信契約者ならびに新規加入者で、一般再送信契約１，０００円コー

スもしくはベーシック契約３，０００円コースにコース変更・新規申込する場合のホームターミナル設置工事費

用の一部を助成します。

助成金額
ホームターミナルの設置一世帯あたり２，０００円を限度とします。

ホームターミナル設置費用
・コース変更の場合：３，０００円（自己負担は１，０００円となります）

・新規申込の場合：１０，０００円～（自己負担は８，０００円～となります）

※新規申込の場合は、別途引き込み工事費などが必要となります

ので詳しくは、アイティービーまで、お問い合わせください。

助成金支給方法
対象者分をアイティービーから町への直接請求となりますの

で、対象者は助成金を差し引いた分（自己負担）をアイティー

ビーへお支払いください。

受付期間　平成１５年９月２０日（土）～１１月３０日（日）

一般再送信契約１，０００円コースの内容
・月額利用料金：１，０００円

・ 視聴可能チャンネル：一般放送（１ｃｈ～１２ｃｈ）、町行

政放送（２１ｃｈ）、ＮＨＫ衛星第一（１３ｃｈ）、ＮＨＫ衛

星第二（１４ｃｈ）、ＱＶＣ（１８ｃｈ）、お天気チャンネル

（２０ｃｈ）、放送大学テレビ・ラジオ（６１・６２ｃｈ）

※ＮＨＫ衛生放送受信料は月額料金に含まれていません。

※申し込みおよび問い合わせは、アイティービー（０１２０－２７－００８９）まで。

ケーブルテレビホームターミナル
設置工事に対する助成について

ケーブルテレビホームターミナル
設置工事に対する助成について
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木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
事
業
を
行
い
ま
す

▽
対
象
と
な
る
住
宅


〜

の
項
目
す
べ
て
に
該
当
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。


昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
、
現
在
完
成
し
て
い
る
住
宅


木
造
住
宅
（
軸
組
工
法
、伝
統
的
工
法
）


住
居
と
し
て
使
用
す
る
次
の
建
築
物

の
い
ず
れ
か

・
専
用
住
宅

・
共
同
住
宅
・
長
屋
建
住
宅
（
所
有
者

が
申
し
込
み
、
必
ず
居
住
者
の
承
諾

が
必
要
で
す
）

・
店
舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅
（
延
べ
床
面

積
の
１
／
２
以
上
を
住
宅
と
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
）


階
数
と
規
模

・
２
階
建
て
以
下
で
、
か
つ
延
べ
床
面

積
３
０
０

（
約
９
０
坪
）
以
下


町
内
在
住
者
が
町
内
に
所
有
し
て
い

る
住
宅

▽
対
象
と
な
ら
な
い
住
宅

・
鉄
骨
造
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の

住
宅

・
木
造
プ
レ
ハ
ブ
工
法
の
住
宅

・
枠
組
壁
工
法
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
な

ど
）
の
住
宅

・
丸
太
組
工
法
（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
）
の
住
宅

▽
診
断
費
用

・
無
料
（
国
・
県
・
町
が
負
担
し
ま
す
）

▽
診
断
を
す
る
人

・
建
築
士
会
や
建
設
業
協
会
な
ど
６
団

体
で
つ
く
る
県
木
造
住
宅
耐
震
促
進

協
議
会
登
録
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断

者
。
町
が
協
議
会
に
診
断
業
務
を
委

託
す
る
予
定
で
す
。
診
断
者
が
、
現

地
調
査
を
す
る
時
に
は
、
登
録
証
を

提
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
ま

た
、
改
修
工
事
な
ど
の
営
業
活
動
は

行
い
ま
せ
ん
。

▽
診
断
時
期

・
10
月
か
ら
翌
年
２
月
の
間
で
、
日
時

は
お
伺
い
す
る
診
断
者
か
ら
申
し
込

ま
れ
た
人
に
連
絡
し
ま
す
。

▽
診
断
内
容

・
図
面
と
の
照
合
、
基
礎
、
壁
、
筋
か

い
、
床
下
、
天
井
裏
な
ど
を
調
査
し

ま
す
。

▽
診
断
結
果

・
後
日
診
断
者
が
、
結
果
を
説
明
し
ま

す
。

▽
今
年
度
診
断
戸
数

・
５
戸
（
申
し
込
み
は
１
人
１
戸
ま
で
）

▽
診
断
事
業
申
込
期
限

・
平
成
15
年
10
月
10
日
（
金
）

▽
そ
の
他

・
申
込
み
者
数
が
多
い
場
合
は
、
抽
選

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
建
設
課
（

６
２
―
２
４
２
０
）

ま
で
。

◎度会町災害対策本部

役場内（６２－１１１１）

◎中川支部

麻加江生活改善センター（６４－０７５６）

◎小川郷支部

中之郷生活改善センター（６２－０４３４）

◎一之瀬支部

一之瀬公民館（６５－０００１）

※詳しくは、役場総務財政課（６２－１１１１）ま

で、お問い合わせください。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
多
く
の
住
宅
が
倒
壊
し
、
多
数
の
犠
牲
者
が
で
ま
し
た
。

ま
た
、
近
い
将
来
、
東
南
海
・
東
海
地
震
が
起
き
る
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
町
で
は
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
施
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

今
年
度
が
最
初
の
事
業
で
あ
り
、
診
断
で
き
る
戸
数
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

わ
が
家
が
地
震
に
対
し
て
安
全
な
の
か
、
ま
た
、
ど
の
程
度
危
険
な
の
か
を
知

る
こ
と
で
、
耐
震
対
策
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
診
断
事

業
の
対
象
と
な
る
住
宅
に
お
住
ま
い
の
人
は
、
診
断
を
受
け
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

町では、三重県南部地域または伊勢志摩地域に気象

警報（大雨、洪水、暴風）が発令されたときに、役場

内に災害対策本部を設置します。

また、気象警報が発令され、町内に災害の発生が予

想される場合には、役場以外に３箇所（麻加江生活改

善センター、中之郷生活改善センター、一之瀬公民館）

の災害対策支部を設置します。

災害対策本部の設置について
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合併処理浄化槽へ改良した場合の
補助金が一部改正されます

平成１５年１０月１日から、汲み取り式便槽や単独
浄化槽から合併処理浄化槽（高度処理型を含む）に改
良する場合、下の表の金額に対して、補助金は２０万
円を上限とし、上乗せされることになります。

※詳しくは、役場環境施設課（６２－２４１５）ま
で、お問い合わせください。

生ごみ処理機購入
補助制度について

◎生ごみ処理機購入補助制度についてご案内します。

ごみ減量化を図るため、各家庭から排出される生ご
みを自家処理するために、コンポスト容器および機械
式生ごみ処理機を購入する人に対し購入費の一部を補
助します。
補助条件　町内に住所を有し、かつ居住している人
補助台数　１世帯につき
・コンポスト容器については２台
・機械式については１台
助成金額

・コンポスト容器　購入費の
２分の１
限度額　５，０００円
・機械式　購入費の２分の１
限度額　３０，０００円

※詳しくは、役場環境施設課
（６２－２４１５）まで、
お問い合わせください。

役
場
企
画
広
報
課
で
は
、
三
重

県
、
玉
城
町
と
共
催
で
、『
自
分

と
向
き
あ
う
講
座
〜
わ
た
し
を
知

ろ
う
・
わ
た
し
を
伝
え
よ
う
』
を

２
日
間
の
コ
ー
ス
で
開
催
し
ま
す
。

「
私
の
生
き
方
は
こ
れ
で
い
い

の
だ
ろ
う
か
」「
本
当
の
私
じ
ゃ

な
い
み
た
い
」「
自
分
を
大
切
に

す
る
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
」
そ

ん
な
女
性
た
ち
の
疑
問
を
解
決
す

る
機
会
と
し
て
フ
レ
ン
テ
み
え
で

開
催
し
て
い
る
好
評
の
講
座
の
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
す
。
毎
日
の
暮

ら
し
の
中
で
気
づ
か
な
い
う
ち
に

押
さ
え
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
欲

求
や
気
持
ち
を
再
発
見
し
な
が

ら
、
失
わ
れ
た
パ
ワ
ー
を
取
り
戻

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
開
催
日
お
よ
び
会
場

・
11
月
７
日
（
金
）　

度
会
町
役

場　

大
会
議
室

・
11
月
14
日
（
金
）　

玉
城
町
中

央
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

▽
開
催
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

▽
定
員　

20
人
（
全
２
回
参
加
で

き
る
女
性
）

▽
託
児　

１
歳
６
か
月
〜
未
就
学

児

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
託
児

の
有
無
（
名
前
・
年
齢
）
を
明

記
し
、
度
会
・
玉
城
会
場
希
望

と
お
書
き
添
え
の
う
え
、
い
ず

れ
か
の
申
込
先
へ
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

10
月
15
日
（
水
）

当
日
消
印
有
効

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

・
〒
５
１
６
―
２
１
９
５　

度
会

町
棚
橋
１
２
１
５
―
１　

度
会

町
企
画
広
報
課　

藤
田
（

６

２
―
２
４
２
１
）

・
〒
５
１
９
―
０
４
９
５　

玉
城

町
田
丸
１
１
４
―
２　

玉
城
町

役
場
総
務
チ
ー
ム　

玉
木
（


５
８
―
８
２
０
０
）

・
〒
５
１
４
―
０
０
６
１　

津
市

一
身
田
上
津
部
田
１
２
３
４　

フ
レ
ン
テ
み
え　

丹
羽
（

０

５
９
―
２
３
３
―
１
１
３
０
）

種　別 ５人槽 ６～７人槽 ８～10人槽

合 併 処 理

浄 化 槽
３５４千円 ４１１千円 ５１９千円

高度処理型

合 併 処 理

浄 化 槽

４４４千円 ４８６千円 ５７６千円

『
自
分
と
向
き
あ
う
講
座　

〜
わ
た
し
を
知
ろ
う
・

わ
た
し
を
伝
え
よ
う
』参
加
者
募
集

講
師：

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

赤
澤
ヒ
ロ
子
さ
ん
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土
地
改
良
区
新
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た

７
月
14
日
任
期
満
了
に
よ
る
土
地
改
良
区
総
代
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
11
日
開
催
の
臨
時
総
代
会
で
理
事
、
監

事
の
皆
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

市
町
村
合
併
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
町
内
土
地
改
良
事
業
、
土

地
改
良
施
設
管
理
の
良
好
な
展
開
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
任

期
は
４
年
間
）

前
任
の
皆
さ
ん
に
は
、
町
内
ほ
場
整
備
の
事
業
完
了
に
多
大
の

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
事
務
局：
産
業
振
興
課
）

住　　　所 氏　　　名
注 連 指 上 村　 忠 平
注 連 指 世 古　 富 弘
田 　 口 山 根　 道 明
田 　 口 喜 多　 隆 夫
麻 加 江 森 見　　 学
坂 　 井 鈴 木　 一 郎
長 　 原 森 井　 清 吉
長 　 原 竹 村　 令 吾
立 　 花 中 西　 勇 人
鮠 　 川 馬 瀬 　 章
立 　 岡 早 川　 昭 弘
大 久 保 中 森 　 定
平 　 生 中 西　 幹 朗
平 　 生 田 畑 　 晃
牧 　 戸 坂 谷　 直 基
牧 　 戸 味 噌 井　 功
棚 　 橋 中 村　 冨 一
棚 　 橋 中 村 　 宏
大 野 木 福 井　 柳 二
大 野 木 西 村　　 勝
葛 　 原 中 井　 眞 平
下 久 具 中 西　　 正
上 久 具 中 村　 幸 生
田 　 間 玉 村　 富 男
当 　 津 尾 嵜　 義 一
茶 屋 広 河 村　 節 雄
川 　 口 杉 本　 正 男
栗 　 原 小 野　 榮 士
中 之 郷 橋 本　 政 志
日 　 向 橋 本　 誠 一
五 ヶ 町 岡 谷　 昌 行
小 　 川 濱 岡　 正 見
火 打 石 長 谷 川 肇 一
駒 ヶ 野 大 河 内　　 悟
小 　 萩 作 野　 元 幸

柳 杉 本　 孝 一
市 　 場 中 田　 政 行
脇 　 出 青 木　 民 夫
和 井 野 西 岡　 和 夫
和 井 野 西 岡　 省 治
南 中 村 濱 岡　 房 一
南 中 村 井 口　　 巖
川 　 上 御 村　　 賢

新　総　代
（敬称略）

住　所 氏　　名 役　員　名

棚　 橋 大 野　 幸 茂 理 事 長

茶 屋 広 河 村　 節 雄 常 任 理 事

牧　 戸 下 里　 幸 彦 理 事

麻 加 江 森 見　　 学 理 事

長　 原 森 井　 清 吉 理 事

鮠　 川 馬 瀬　 章 理 事

栗　 原 小 野　 榮 士 理 事

火 打 石 長 谷 川 肇 一 理 事

脇　 出 青 木　 民 夫 理 事

南 中 村 濱 岡　 房 一 理 事

五 ヶ 町 岡 谷　 昌 行 統 括 監 事

大 久 保 中 森　　 定 監 事

土
地
改
良
区
新
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た

新　役　員
（敬称略）
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Vol. ４

今回は、『酒・たばこ』と『休養・ストレス』について

報告します。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代

30歳代

40歳代女

50歳代

60歳代

20歳代

30歳代

40歳代男

50歳代

60歳代

お酒を飲む回数

ほぼ毎日

週４日以下

月に１～２回程度

年に数回

飲まない

生活習慣に関する
アンケート結果報告

生活習慣に関する
アンケート結果報告

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代

30歳代

40歳代女

50歳代

60歳代

20歳代

30歳代

40歳代男

50歳代

60歳代

喫煙の状態

現在吸っている

以前吸っていたが

現在吸っていない

吸ったことがない
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た
ば
こ
は
、
男
性
で
は
40
歳
代

ま
で
は
『
現
在
吸
っ
て
い
る
』
人

が
一
番
多
く
、
50
歳
代
、
60
歳
代

で
は
『
以
前
吸
っ
て
い
た
が
や
め

た
』
人
が
一
番
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
健
康
管
理
上
吸
わ
な

く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
女
性
で
は
若
い
世
代

ほ
ど
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
割
合

が
多
く
、
全
国
的
な
統
計
と
も
一

致
し
た
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

生
活
の
充
実
度
や
ス
ト
レ
ス
の

有
無
は
、
Ｖ
ｏ
ｌ
．
１
で
報
告
し

た
『
健
康
に
つ
い
て
の
意
識
』
と

関
連
づ
け
た
結
果
、
健
康
意
識
が

高
い
人
ほ
ど
生
活
に
充
実
感
を
感

じ
て
お
り
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る

こ
と
も
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

近
年
、
長
引
く
不
況
の
影
響
か
、

働
き
盛
り
の
人
を
中
心
に
ス
ト
レ

ス
疲
れ
か
ら
心
の
病
に
陥
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
心
や

体
が
発
す
る
サ
イ
ン
に
注
意
し
て
、

早
め
早
め
に
心
の
疲
れ
を
取
り
去

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

４
回
に
わ
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
報
告
し
て
き
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
は
ど
う
感
じ
ら
れ
ま
し
た

か
。次

回
Ｖ
ｏ
ｌ
．
５
で
は
国
や

県
、
他
町
村
と
比
較
し
て
、
度
会

町
は
ど
の
よ
う
な
町
な
の
か
と
い

う
こ
と
を
み
て
い
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー

（

６
２
―
１
１
１
２
）
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健康度と日常生活の充実感

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あまり健康で
ない

かなり健康

まあまあ健康

健康ではない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あまり健康で
ない

かなり健康

まあまあ健康

健康ではない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

健康度とストレスの有無

ストレスの頻度と解消状況

時々ストレスが
ある

ほとんどスト
レスはない

いつもストレス
がある

いつもストレス
がある

ほとんどストレス
がない

時々ストレスが
ある

いつもできる

ほとんどできない

時々できる

かなり充実感が
ある

まあまあ充実感
がある

少し充実感があ
る

ほとんど充実感
はない
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高
齢
者
や
心
身
に
障
害
が
あ
る

人
に
対
し
て
は
、
財
政
支
出
の
面

で
社
会
保
障
を
充
実
す
る
一
方
、

税
金
の
面
で
も
い
ろ
い
ろ
な
特
例

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
高
齢
者
の
特
例


老
年
者
控
除
（
所
得
税
）

納
税
者
本
人
の
年
齢
が
65
歳
以

上
で
、
１
年
間
の
合
計
所
得
金
額

が
１
，
０
０
０
万
円
以
下
の
場
合

に
は
、
50
万
円
の
所
得
控
除
が
あ

り
ま
す
。


公
的
年
金
等
控
除

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
や
恩
給
、

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の
金

額
は
、
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額

の
合
計
額
か
ら
公
的
年
金
等
控
除

額
を
差
し
引
い
て
計
算
し
ま
す
。

こ
の
公
的
年
金
等
控
除
額
は
、
年

齢
が
65
歳
以
上
の
人
の
場
合
は
、

65
歳
未
満
の
人
よ
り
そ
の
控
除
額

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。


配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
（
所

得
税
）

配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
の
対

象
と
な
る
親
族
が
70
歳
以
上
の
場

合
の
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
は
、

税

の

お

話

高
齢
者
や
障
害
者
と
税

通
常
の
38
万
円
に
代
え
て
48
万
円

（
扶
養
親
族
が
同
居
老
親
等
の
と

き
は
58
万
円
）
の
所
得
控
除
に
な

り
ま
す
。

◎
障
害
者
の
特
例


障
害
者
控
除
（
所
得
税
）

納
税
者
本
人
お
よ
び
配
偶
者
控

除
や
扶
養
控
除
の
対
象
と
な
る
親

族
が
障
害
者
で
あ
る
と
き
は
、

27
万
円
（
特
別
障
害
者
の
と
き
は

40
万
円
）
の
所
得
控
除
が
あ
り
ま

す
。な

お
、
特
別
障
害
者
の
人
が
、

納
税
者
や
そ
の
配
偶
者
、
納
税
者

と
生
計
を
一
に
す
る
親
族
の
い
ず

れ
か
と
同
居
を
常
況
と
し
て
い
る

と
き
は
、
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控

除
に
35
万
円
を
加
算
し
た
金
額
と

な
り
ま
す
。


障
害
者
控
除
（
相
続
税
）

相
続
人
が
障
害
者
の
と
き
は
、

70
歳
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
１
年

に
つ
き
６
万
円
（
特
別
障
害
者
の

と
き
は
12
万
円
）
が
相
続
税
額
か

ら
控
除
さ
れ
ま
す
。


特
別
障
害
者
に
対
す
る
贈
与
税

の
非
課
税

心
身
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
特

別
障
害
者
の
生
活
費
な
ど
に
充
て

る
た
め
に
、
一
定
の
信
託
契
約
に

基
づ
い
て
特
別
障
害
者
を
受
益
者

と
す
る
財
産
の
信
託
が
あ
っ
た
と

き
は
、
そ
の
信
託
受
益
権
の
価
額

の
う
ち
、
６
，
０
０
０
万
円
ま
で

贈
与
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。


心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
に

基
づ
く
給
付
金
の
非
課
税

地
方
公
共
団
体
が
条
例
に
よ
っ

て
実
施
す
る
心
身
障
害
者
扶
養
共

済
制
度
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
る

給
付
金
（
脱
退
一
時
金
を
除
く
。）

に
つ
い
て
は
、
所
得
税
は
か
か
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
給
付
金
を
受
け
る

権
利
を
相
続
や
贈
与
に
よ
っ
て
取

得
し
た
と
き
も
、
相
続
税
や
贈
与

税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

◎
マ
ル
優
な
ど
利
子
の
非
課
税

一
定
の
預
貯
金
の
利
子
が
非
課

税
と
な
る
、
マ
ル
優
・
特
別
マ
ル

優
・
郵
便
貯
金
の
利
子
の
非
課
税

制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

※
こ
の
制
度
は
、
65
歳
以
上
の
人

（
障
害
者
な
ど
に
該
当
す
る
人
を

除
き
ま
す
。）
に
つ
い
て
は
、
平

成
18
年
１
月
１
日
以
降
非
課
税
の

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
ほ
か
、
平
成
15
年
１
月
１
日
以

降
新
た
な
非
課
税
貯
蓄
の
設
定
が

で
き
な
い
な
ど
の
経
過
措
置
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
伊
勢
税
務
署
（


２
８
―
３
１
９
１
）
ま
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
調
査
日
時
の
連
絡

職
員
が
直
接
お
伺
い
し
て
、
日

時
の
決
定
を
し
ま
す
。（
留
守
の

場
合
は
、
文
書
・
電
話
な
ど
で
連

絡
し
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
都
合

の
よ
い
日
時
を
連
絡
し
て
い
た
だ

い
て
も
結
構
で
す
。）

②
家
屋
調
査

調
査
当
日
、
対
象
家
屋
内
の
各

部
屋
（
押
入
も
含
む
）
を
見
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
調
査
内
容
は
、

主
に
使
用
さ
れ
て
い
る
材
質
や
水

廻
り
関
係
（
台
所
・
便
所
・
浴
室
）

の
設
備
な
ど
で
す
。

③
家
屋
評
価
額
の
算
出

家
屋
調
査
後
、
調
査
し
た
内
容

を
国
の
評
価
基
準
に
基
づ
き
、
家

今
年
も
、
固
定
資
産
税
の
基
に
な
る
家
屋
調
査
の
た
め
、
税
務
課

職
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。
対
象
者
は
平
成
15
年
中
に
家
屋
を
新
築
・

増
築
さ
れ
た
人
で
す
。

あ
な
た
の
家
に
税
務
課
職
員
が
お
伺
い
し
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

家
屋
調
査
の
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

屋
全
体
の
評
価
額
を
算
出
し
ま
す
。

算
出
し
た
家
屋
評
価
額
に
標
準

税
率
１
．
４
％
を
乗
じ
た
固
定
資

産
税
額
を
16
年
度
か
ら
課
税
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課
（


６
２
―
２
４
１
４
）
ま
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

④
１６
年
度
の

固
定
資
産
税
に
反
映

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を
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度会高校を　　紹介

度
会
町
長
を
は
じ
め
町
民
・
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
、
平
素
は
本
校

に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
本
校
は
、
生
徒
・
保
護
者
そ
し
て
地
域
か
ら
期
待
さ
れ
る
喜
び
、

そ
し
て
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
責
任
を
痛
感
し
、
よ
り
す
ば
ら

し
い
学
園
づ
く
り
に
努
力
す
る
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。
町
社

会
福
祉
協
議
会
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
度
会
学
園
な
ど
と
の
交
流
を
は
じ

め
と
し
て
、
野
球
の
応
援
、
体
育
祭
・
文
化
祭
な
ど
各
種
行
事
へ
の

ご
参
加
な
ど
地
域
の
方
々
か
ら
多
く
の
支
援
を
い
た
だ
き
、
本
校
で

は
そ
の
教
育
目
標
『
剛
き
心
、
直
き
心
、
寛
き
心
』
を
具
現
化
し
て

い
ま
す
。
本
校
に
赴
任
し
て
５
か
月
を
経
ま
し
た
が
、
そ
の
間
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
本
校
に
対
す
る
愛
着
と
思
い
入
れ
を
強
く
感
じ
、
そ

の
責
務
を
今
更
な
が
ら
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

今
、
手
元
に
記
念
誌
『
度
会
高
校
55
年
の
あ
ゆ
み
』
が
あ
り
ま
す
。

本
校
は
創
立
55
周
年
、
独
立
30
周
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
の
全
て

の
ペ
ー
ジ
に
創
立
以
来
、
幾
多
の
変
遷
を
経
て
、
小
規
模
校
で
は
あ

り
ま
す
が
す
ば
ら
し
い
教
育
実
践
を
実
施
し
、
多
く
の
人
材
を
輩
出

し
て
き
た
軌
跡
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
県
立
高
等
学
校
再
編
活
性
化
に
よ
り
本
校
は
大
き
く
時

代
の
流
れ
に
乗
り
、
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
度
会
高
校
、
南
勢

学
校
、
南
島
高
校
の
３
校
が
平
成
16
年
度
か
ら
『
校
舎
制
』
と
し
て

複
数
の
校
舎
を
持
つ
新
し
い
形
態
の
高
等
学
校
と
し
て
再
編
活
性
化

が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
詳
し
く
は
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）。

自
分
が
現
在
、
本
校
に
勤
務
し
て
い
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
感
謝

し
つ
つ
、
今
後
と
も
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
に
支
え
ら
れ
、地
域
の
学
校
と
し
て

度
会
高
等
学
校
長

畦
地　

義
久

地域間の交流を深める

『第３回　W
ワ タ ラ イ

ATARAI  N
ナ イ ト

IGHT  F
フ ィ ー バ ー

EVER』を開催

去る８月２３日、宮リバー度会パークを会場に、度会商店
会主催の『第３回　Ｗ

ワ タ ラ イ

ＡＴＡＲＡＩ　Ｎ
ナ イ ト

ＩＧＨＴ　Ｆ
フ ィ ー バ ー

ＥＶＥＲ』
が開催されました。
皇學館大学ボランティアサークルたんぽぽの会による、ビ

ンゴゲーム、オリエンテーリングなどのお楽しみイベントは
子どもたちに大人気で、金魚すくい、かき氷、焼き鳥など様々
なバザーが並んだ会場は、まつり気分をより一層盛り上げて

くれました。
地域活性化と地域間の交流を深めようと開催された『ＷＡＴＡＲＡＩ　ＮＩＧＨＴ　ＦＥＶＥＲ』。

近隣町村より出店された、おいしそうな食べ物や珍しい商品に、訪れた人々は行列をつくり、大賑わい
でした。
『よさこいソーラン踊り』や、バンド演奏、みどり会による『民踊』、むーやんの『歌謡』、志摩郡５
町村商工会女性部『宮坂流銭太鼓』は、６千人余の来場者
を魅了し、今回の目玉『Ｋ

ク ニ

ＵＮＩ―Ｋ
ケ ン

ＥＮ』津軽三味線ラ
イブは、その神秘的な音色で会場を包み込みました。
フィナーレでは、御園村彗星会による『手筒花火』とと

もに、スターマインや打ち上げ花火が夜空を彩り、川辺の
涼を満喫していました。
また同日、度会商店会からの寄付により、度会町地域福

祉センターで『ＫＵＮＩ―ＫＥＮ』津軽三味線ライブが開
催され、会場に集まった皆さんは、日ごろ聴くことのない
津軽三味線の演奏に、拍手と歓声をあげ大喜びでした。
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去
る
８
月
８
日
、
役
場
議
場
を

会
場
に
、『
度
会
町
子
ど
も
議
会
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
、
議
会
制
民
主

主
義
の
体
験
を
し
て
も
ら
い
、
そ

こ
で
出
さ
れ
た
意
見
を
ま
ち
づ
く

り
の
参
考
に
し
よ
う
と
開
催
さ
れ

た
こ
の
議
会
に
は
、
町
内
４
小
学

校
か
ら
選
出
さ
れ
た
16
人
の
子
ど

も
議
会
議
員
と
、
15

人
の
傍
聴
人
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

子
ど
も
議
会
議
長

を
務
め
た
内
城
田
小

学
校
６
年
生
の
永
木

真
一
朗
さ
ん
（
鮠
川
）

は
「
朝
か
ら
練
習
し

て
き
ま
し
た
。」
と
、

そ
の
成
果
も
あ
っ
て
、

落
ち
着
き
の
あ
る
進

行
で
議
会
を
進
め
て

い
ま
し
た
。

『
ご
み
問
題
に
つ

い
て
』
や
『
宮
リ
バ

ー
度
会
パ
ー
ク
に
つ

い
て
』、『
米
づ
く
り

に
つ
い
て
』
な
ど
、

様
々
な
分
野
の
質
問
を
す
る
子
ど

も
た
ち
の
大
人
顔
負
け
の
姿
に
、

大
野
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
各
課

長
は
熱
心
に
回
答
を
し
て
い
ま
し

た
。今

後
、
子
ど
も
た
ち
が
ま
ち
づ

く
り
に
参
加
し
、
町
の
発
展
の
た

め
に
意
見
を
出
し
て
く
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

度
会
町
子
ど
も
議
会
を
開
催

甲子園という
舞台に立って

甲子園でプレーできること、また、一つひ
とつのプレーに観客が応えてくれたこと
を幸せに思いました。

試合中の怪我
について

ボールが当たったときは分からなくて、出
血にびっくりしました。医師に無理だと言
われたときはショックでしたが、応急処置
により、プレーを続けることができました。

これからの野
球について

2 年生中心のチームで、強いと思われが
ちですが、過信せず、またあの舞台に戻れ
るよう、がんばります。

後輩（町内の
スポーツ少年
団、度会中学
校野球部）た
ちに一言

甲子園に出場できたのはメンバーのおか
げだと思います。仲間を大切にしてほしい
です。
部活動をがんばるのはいいことですが、家
族、先生、先輩に感謝して練習に励んでく
ださい。

岡
おか

　山
やま

　　充
みつる

 さん（日 向）　17歳／Ｂ型
夏の甲子園に出場しました。

宇治山田商業高校　２年生

ポジション／ファースト　　打順／５番

か

がやけ！

　

た
らい

　
びと
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夏のバランス食
度会町食生活改善推進協議会

材料（４人分）
鶏胸肉（皮つき）　 １００ｇ
セロリの葉 適量
パセリ 適量
塩 少々
こしょう 少々
ひじき １５ｇ
枝豆さやつき ２２０ｇ
きゅうり １本　８０ｇ
梅ドレッシング
梅干し（低塩） １５ｇ
おろし玉ねぎ 大さじ１
砂糖 小さじ１
しょうゆ 大さじ１
みりん 大さじ２分の１
こしょう 少々
オリーブ油 大さじ１

鶏
と
ひ
じ
き
の

梅
サ
ラ
ダ

作
り
方

残
暑
が
続
い
て
い
ま
す
。

食
欲
が
な
か
っ
た
り
水
分
が
不

足
し
た
り
で
、
体
調
も
く
ず
れ
が

ち
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
と
水

分
を
し
っ
か
り
取
っ
て
暑
さ
を
の

り
こ
え
ま
し
ょ
う
。

シリーズ今夜の夕食

茶の実句会抄　８月 21 日

西
野
た
け
し
指
導

か
な
か
な
の
声こ

え

か
い
く
ぐ
り
山や

ま

の
バ
ス

棚　

橋　

山
本　
　

順

蚊か

や

り

び

遣
火
の
つ
き
て
徹て

つ

や夜
の
勤つ

と

め
果は

つ

棚　

橋　

藤
井　

紫
光

夕ゆ
う
に
じ虹
や
大お

お
か
わ
く
だ

川
下
る
手て

こ
ぎ
ぶ
ね

漕
舟葛　

原　

中
井　

和
子

な
ま
こ
塀へ

い

で
で
虫む

し
ぎ
ん銀
の
道み

ち
の
こ残
す

牧　

戸　

中
西
て
い
子

新し
ん
せ
い
じ

生
児
拳こ

ぶ
し

を
あ
げ
て
土ど

よ

う用
か
な

麻
加
江　

中
村　

和
代

墨す
み

磨す

れ
ば
師し

の
声こ

え
き
こ聞
ゆ
夏な

つ

の
雨あ

め

立　

岡　

牧　
　

明
子

嬰み
ど
り
ご児
の
金き

ん
ぎ
ょ魚
見み

る
目め

の
よ
く
動う

ご

き

田　

間　

村
山　

和
美

花は
な

い
ば
ら
海う

み

よ
り
の
ぼ
る
蜑あ

ま

の
径み

ち

大
野
木　

串
田　

冬
扇

伝統行事

麻加江かんこ（羯鼓）踊り
今年もお盆の８月１５日、麻加江慶林寺境内で麻加江か

んこ踊りが行われました。
音頭取りとほら貝の音色に合わせて、腰蓑やシャグマの

毛を赤い絹糸で束ねた冠を身に付けた若者が、羯鼓を鳴ら
して勇壮に舞い踊ると、花笠をかぶりタスキをあやどった
童女が、綾竹と称する色紙で彩った２本の棒を使って愛ら
しく踊る、綾おどりで会場に花を咲かせました。
夜更けまで繰り広げられる伝統行事は、訪れた観客を魅

了しました。


鶏
胸
肉
を
セ
ロ
リ
の
葉
、
パ
セ

リ
、
塩
、
こ
し
ょ
う
と
い
っ
し

ょ
に
水
か
ら
ゆ
で
る
。
肉
に
火

が
通
っ
た
ら
そ
の
ま
ま
冷
ま
す
。

冷
め
た
ら
取
り
出
し
て
細
く
裂

く

ひ
じ
き
は
た
っ
ぷ
り
の
水
に
20

分
ほ
ど
浸
し
て
戻
し
、
熱
湯
に

サ
ッ
と
く
ぐ
ら
せ
て
ざ
る
に
上

げ
、
水
を
よ
く
切
っ
て
お
く


枝
豆
は
塩
を
少
々
加
え
た
熱
湯

で
ゆ
で
、
荒
熱
が
と
れ
た
ら
豆

を
さ
や
か
ら
出
し
て
お
く
。
き

ゅ
う
り
は
縦
４
等
分
に
し
て
か

ら
１

角
に
切
る


梅
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
梅
干
し
は

種
を
除
い
て
細
か
く
刻
み
、
残

り
の
材
料
と
合
わ
せ
て
よ
く
混

ぜ
合
わ
せ
る
。
こ
れ
に




を
加
え
て
あ
え
る
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お知らせ9月

September

２４時間受診可能な医療機
関の案内をしています『救急
医療情報システム』がイン
ターネットなどでもご覧いた
だけるようになります。
運用開始日時　１０月１日
（水）　午前１０時
ホームページアドレス

・http://www.qq.pref.mie.jp/

ｉモード、ＥＺ‐ｗｅｂ、

Ｊスカイ（１０月からボー

ダフォンクラブ）

・http://www.qq.pref.mie.jp/k/

音声・ファックス案内

・０５９－２２３－１１９９
・０５９９－４６－１１９９
※いずれかにお電話ください。

ご家庭において、パソコン
などをお持ちでない人、その
操作ができない人について
は、従来型の電話案内を継続
して実施していますので、ご
利用ください。
電話案内

・２８－１１９９
※詳しくは、三重県救急医療
情報センター（０５９－２
２７－３７９９）まで、お問
い合わせください。

『
行
方
不
明
者
を
捜
す

相
談
所
』
を
開
設

三重県救急医療情報
システムからお知らせ

三
重
県
警
察
で
は
、
ひ
と
り
で

も
多
く
の
人
を
家
族
の
も
と
に
帰

す
た
め
、
身
元
の
わ
か
ら
な
い
死

者
の
身
寄
り
を
捜
す
活
動
を
行
い

ま
す
。

○
家
出
を
し
て
自
殺
の
お
そ
れ
の

あ
る
人

○
何
年
も
消
息
の
な
い
人

な
ど
、
そ
の
安
否
を
気
遣
っ
て
お

ら
れ
る
家
族
や
身
内
の
人
は
、
相

談
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
常
設
相
談
所　

三
重
県
警
察
本

部
刑
事
部
鑑
識
課
（
庁
舎
４

階
）

▽
臨
時
相
談
所

・
開
設
日
時　

９
月
26
日
（
金
）

正
午
〜
午
後
７
時

・
開
設
場
所　

松
阪
警
察
署
内

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
警
察
本
部

刑
事
部
鑑
識
課
（

０
５
９
―

２
２
２
―
０
１
１
０
）
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

じ
ん
肺
の
所
見
が
あ
る
人
に

発
生
し
た
肺
が
ん
の

労
災
補
償
に
つ
い
て

じ
ん
肺
の
所
見
が
あ
る
人
（
じ

ん
肺
管
理
区
分
が
管
理
２
、
管
理

３
ま
た
は
管
理
４
と
決
定
さ
れ
た

人
）
に
発
生
し
た
原
発
性
肺
が
ん

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
管
理
３

ま
た
は
管
理
４
の
人
が
労
災
補
償

の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
14
年
11
月
11
日
以
降
は
管
理

２
の
人
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

じ
ん
肺
の
所
見
の
あ
る
人
が
原

発
性
肺
が
ん
で
亡
く
な
ら
れ
た
場

合
に
は
、
原
則
と
し
て
労
働
者
災

害
補
償
保
険
法
に
基
づ
く
遺
族
補

償
給
付
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
遺
族
補
償
給
付
の
請
求
権
は
、

死
亡
し
た
日
の
翌
月
か
ら
５
年
経

過
し
た
場
合
に
は
時
効
に
よ
り
消

滅
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
す
で
に
遺
族
補
償
給
付

の
請
求
を
行
っ
て
処
分
が
確
定
し

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
再
請
求

で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
三
重
労
働
局
労
働

基
準
部
労
災
補
償
課
（

０
５
９

―
２
２
６
―
２
１
０
９
）
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
別
永
住
者
の
人
な
ど
（
帰
化

さ
れ
た
人
も
含
み
ま
す
）
で
、
旧

日
本
軍
の
軍
人
・
軍
属
な
ど
と
し

て
戦
死
さ
れ
た
人
の
ご
遺
族
や
重

度
戦
傷
病
者
の
人
に
弔
慰
金
な
ど

が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
支
給
額

・
弔
慰
金
（
ご
遺
族
）　

２
６
０

万
円

・
見
舞
金
（
重
度
戦
傷
病
者
ご
本

人
）
４
０
０
万
円

▽
請
求
期
限　

平
成
16
年
３
月
31

日
▽
請
求
窓
口　

役
場
健
康
福
祉
課

※
詳
し
く
は
、
県
健
康
福
祉
部
生

活
保
障
チ
ー
ム
（

０
５
９
―
２

２
４
―
２
２
８
６
）
ま
た
は
、
総

務
省
大
臣
官
房
管
理
室
弔
慰
金
等

支
給
業
務
室
（

０
３
―
３
５
３

９
―
７
８
３
１
）
ま
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

朝
鮮
半
島
・
台
湾
出
身
者
の
皆
さ
ま
へ

旧
軍
人
軍
属
な
ど
で
あ
っ
た
人
と

そ
の
ご
遺
族
に
弔
慰
を

ふじさとこどもクリニック
（伊勢市２０－０２２０）
が予防接種協力医療機関に加
わりました。
※詳しくは、役場健康福祉

課（６２－２４１３）まで、
お問い合わせください。

予防接種協力
医療機関のお知らせ
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Ｑ　度会町で使われる方言「けったいな」の意味は、次のう
ちどれでしょうか？

　①変な　　②少しもない　　③つまづく

※答えは裏表紙『度会町クイズの答え』をご覧ください。

度 会 町 ク イ ズ Vol.8

働く女性が性別により差別
されることなく、その能力を
十分に発揮できる雇用環境を
整備することは重要な課題で
あり、男女雇用機会均等法の
施行により制度面の男女均等
取扱は着実に浸透しつつあり
ますが、事実上の男女間格差
はいまだ存在するところで
す。特に賃金面については依
然として大きな男女間格差が
存在しており、その改善策の
検討が求められてきました。
このため、厚生労働省では、

『男女間の賃金格差問題に関
する研究会』による報告をも
とに、男女間賃金格差解消の
ために労使が自主的に取り組
むための賃金管理および雇用
管理の改善方策について盛り
込んだ『男女間の賃金格差解
消のための賃金管理および雇
用管理改善方策に係るガイド
ライン』を作成しました。
※詳しくは、三重労働局雇用
均等室（０５９－２２６－
２３１８）まで、お問い合わ
せください。

三
重
県
臨
床
整
形
外
科
医
会
で

は
、
市
民
公
開
講
座
と
健
康
相
談

を
開
催
し
ま
す
。

▽
開
催
日
時　

10
月
11
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
４
時

▽
開
催
場
所　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み

そ
の

▽
開
催
内
容　
『
関
節
リ
ウ
マ
チ
〜

あ
な
た
の
関
節
の
痛
み
は
？
〜
』

※
健
康
相
談
は
受
付
時
に
予
約
。

▽
参
加
費　

無
料

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
臨
床
整
形

外
科
医
会
（

０
５
９
―
２
２

６
―
２
２
７
７
）
ま
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
公
開
講
座
と

健
康
相
談
を
開
催

『男女間の賃金格差解消のための
賃金管理および雇用管理改善
方策に係るガイドライン』を作成

10
月
１
日
か
ら

建
退
共
制
度
が

一
部
変
わ
り
ま
す

建
退
共
制
度
と
は
、
建
設
現
場

で
働
く
人
の
た
め
の
業
界
退
職
金

制
度
で
す
。
全
国
ど
こ
で
も
事
業

主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
通
算

で
き
ま
す
。

▽
加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設
業

を
営
む
人
な
ら
誰
で
も

▽
対
象
と
な
る
労
働
者　

ほ
と
ん

ど
全
て
の
建
設
業
の
現
場
で
働

く
人

▽
掛
金　

日
額
３
１
０
円
（
掛
金

は
、
全
額
事
業
主
負
担
で
、
損

金
ま
た
は
必
要
経
費
と
し
て
処

理
で
き
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
建
退
共
三
重
県
支

部
（

０
５
９
―
２
２
４
―
４

１
１
６
）
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

求
職
者
の
た
め
の

３
日
間
無
料

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
開
催

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
三
重
セ

ン
タ
ー
で
は
『
求
職
者
の
た
め
の

３
日
間
無
料
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
』

を
開
催
し
ま
す
。

▽
開
催
時
間　

午
前
９
時
20
分
〜

午
後
３
時
50
分

▽
開
催
場
所　

勢
京
ビ
ジ
ネ
ス
専

門
学
校
（
伊
勢
市
）

▽
募
集
人
数　

20
人
（
先
着
順
）

▽
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
各

回
に
テ
キ
ス
ト
代
金
が
１
，
０

０
０
円
程
度
必
要
で
す
）

※
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、勢
京
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
（


２
８
―
４
７
３
９
）
ま
で
。

三重県司法書士会伊勢支部
では、『相続・贈与・売買な
どの不動産登記全般、会社の
設立・増資・役員の変更など
の商業登記全般、自己破産・
調停・訴えなどの裁判所提出
書類作成』など、皆さんが抱
えている身近な問題につい
て、無料相談所を開設します。
開設日時　１０月４日（土）
午前１０時～午後３時
開設場所　伊勢市生涯学習
センター『いせトピア』
※詳しくは、三重県司法書士
会伊勢支部（２１－３１２
０）まで、お問い合わせくだ
さい。

無料法律相談所を開設第
１
回

初歩のワープロ
１０月１日（水）

～３日（金）

第
２
回

インターネットと
Ｅメール（１）

１０月８日（水）
～１０日（金）

第
３
回

初歩の表計算
１０月１５日（水）

～１７日（金）

第
４
回

初歩の
プレゼンテーション

１０月２２日（水）
～２４日（金）

第
５
回

インターネットと
Ｅメール（２）

１０月２９日（水）
～３１日（金）
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度会町クイズの答え

●問い合わせは、町保健センター（62－1112）まで●

保健だより掲示板保健だより掲示板

９月の町税

国民健康保険税　第５期

町のうごき
人　口　男　4,593（－ 5） 出生　 4

女　4,869（－ 9） 死亡　10
計　9,462（－14） 転入　12

世帯数2,708（± 0） 転出　20

平成15年７月31日現在
（　　）内は前月比

メールでの相談も受け付けています　メールアドレス　wata‐ko@amigo2.ne.jp

▽この夏は雨が多く、イベントで

の天候が心配されていましたが『宮

川流域子ども川サミット inわたら

い』、『第３回　Ｗ
ワ タ ラ イ

ＡＴＡＲＡＩ　

Ｎ
ナ イ ト

ＩＧＨＴ　Ｆ
フ ィ ー バ ー

ＥＶＥＲ』は、どち

らも晴天に恵まれました。町内外か

ら会場に集まった皆さんの笑顔や

「楽しかった」という言葉に、溜まっ

ていた疲れ、ストレスが抜けていく

ようでした。また会える日を楽しみ

にしています。

▽『度会町クイズＶｏｌ．８』度会

町で使われる方言「けったいな」の

意味は、次のうちどれでしょうか？

の答えです▽「けったいな」の意味

を『度会町史』で調べてみると、「変

な、怪態な」と記載されています。

答えは『①変な』です▽『②少しも

ない』の方言は「けえもない」。『③

つまづく』は「けつまげる」と記載

されています▽『度会町史』９４８

ページの方言集をご覧ください。

７月中に届出のあった方（敬称略）

子の名前 保護者名 字名

山根　梨
り

聖
せ

 篤　也 田　口

南　凜
り

々
り

菜
な

 文　明 大野木

上水　理
まさ

椰
や

 稔　智 大久保

坂元　心
こころ

 利　孝 棚　橋

７月中に届出のあった方（敬称略）

 名　前　 年齢 字名

大西　武徳 ４０ 長　原

倉谷　輝 ８４ 大野木

中村　喜一 ８４ 棚　橋

玉村　一平 ９７ 田　間

中森ふみゑ ８１ 和井野

林　ユキエ ７１ 注連指

辻井新太郎 ７４ 田　間

森田　久夫 ８９ 田　口

上山サトヱ ９４ 注連指

中井戸矩一 ８８ 坂　井

●問い合わせは、町子育て支援センター（62－1112）まで●

子育て支援センター掲示板子育て支援センター掲示板

遊びのおやこサークル

10月８日（水）　《ひよこグループ》
10月９日（木）　《うさぎグループ》
時　間：午前10時～正午ごろ
場　所：町子育て支援センター（町保

健センター棟内）
※初回のみ要申込み

わたっこ広場開放

10月２日（木）
10月16日（木）
時　間：午前10時～正午
場　所：町子育て支援センター（町保

健センター棟内）
対　象：保育所に行っていないお子さん

すくすくタイム（わたっこ広場開放と同時開催）

10月２日（木） 時　間：午前10時～10時15分 内　容：絵本の読み聞かせ
10月16日（木） 時　間：午前10時～10時15分 内　容：子育て講話

胃ガン検診

10月15日（水） 麻加江生活改善セン
ター

10月17日（金） 町保健センター
受付時間：午前８時～ 10時
申し込み：10月６日（月）～10月10日

（金）に町保健センター

１歳６か月児健康診査
10月１日（水）

受　付：午後１時 00分～１時 20分
場　所：町保健センター
対　象：平成14年2月・3月生まれのお

子さん

乳児健診および育児相談
10月29日（水）

受　付：午後１時 30分～２時 30分
場　所：町保健センター
乳児健診の対象
原則として
・２か月児健診
平成15年８月生まれのお子さん
・７か月児健診
平成15年３月生まれのお子さん
・12か月児健診
平成14年10月生まれのお子さん
育児相談の対象：原則として偶数月生

まれの１歳までのお
子さん

時間：午前９時 30分～正午ごろ
場所：町保健センター
対象：平成 14 年 10 月１日～平成 15

年１月 31 日生まれのお子さん
を持つ保護者

離乳食教室（後期・完了期）
10月７日（火）

10月27日（月） 中之郷生活改善セン
ター

10月28日（火） 一之瀬公民館
11月６日（木） 麻加江生活改善セン

ター
11月７日（金） 町保健センター
内容：身体計測・尿検査・問診・血圧

測定・心電図・診察・血液検査
費用：600 円（昭和８年３月 31 日以

前に生まれた人は無料）
申し込み：10月６日（月）～10月17日

（金）に町保健センター

生活習慣病健診（成人病健診）


